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主曲率半径PU P2の曲面のターゲット・ストレングスと一致することを明かにし， また， 矩形超音波
パルスが葉巻形反射体に種々の角度で入射した場合，反射パルスの波形が複雑に変化するので，ソナ
ーや測深器の設計上十分な注意をはらわなければならないことを示している。


















































第 6 章では，ソナーの訓練用の人工標的として用いられている直交 3 円板反射体の超音波反射特性
を測定し， 1 つの円板の法線方向が音源の方向に一致したとき，反響音圧は最大になるが，これから
数度離れた方向に，反響がほとんどなくなる方向があるので，この標的を実用する場合に注意、を要す
ることを指摘している。
第 7 章では，超音波反射体からの反響音圧の計算方法として，従来から用いられてきた式を変形
し，反射体の音源方向への投影面積が，音源からの距離の関数として表わされるならば，反響音圧を
求めることができる計算式を誘導し，円筒の一部を軸方向に裁断した円弧形の反射体について計算結
果を示している。
第 8章では，前章で誘導した反響音圧の計算式をそのまま使用すると，実際の反射体に対しては数
値計算が面倒になるので，その近似計算法を示し，上述の円弧形の反射体について計算精度を検討し
ている。
第 9 章では，垂直方向に音速変化のある水中における音波の異常伝搬を調べるため，簡単に音線図
を画く方法として，円弧図による簡易作図法を考案し，数種の計算例を示している。
第 10 章では，音波を電磁波の等価量として使用する場合に必要な条件について検討を加え，電磁
波の電界または磁界のどちらかが境界面に平行であることが必要条件であることを指摘している。
第 11 章では，標的のレーダ反射断面積を，超音波を用いて模形的に測定することができること
を，理論的ならびに実験的に明らかにしている。
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第 12 章は結論で，本研究の成果を総括して述べている。
本論文は，ソナーを実用する上において極めて重要である超音波反射体の反射特性を，理論的に詳
細に検討し，種々の有用な計算式を誘導するとともに，これらの計算式による計算値が実測値とよく
一致することを確認し，さらに，音波を電磁波の等価量として使用する場合に，従来，検討が不十分
であった必要条件を明確にし，レーダの技術の向上に超音波の特徴をたくみに利用しうることを指摘
している。
これらの業績は，ソナーおよびレーダの技術の向上のみならず，広く工学上にも貢献するところが
大きし、。したがって，本論文は博士論文として価値があるものと認める。
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